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ドイツ祝典劇の展開
一 バロック時代から啓蒙主義まで一

鈴 木 将 史

平和希求型祝典劇の登場 リス ト

ドイツ祝典劇は,ロ イヒリン,ロ ッヒャー,ツ ェルティスといった15・6

世紀に活躍 した人文主義者達の手 によ り,そ の輪郭を形成 したわ けである

が1,間 もなく農民戦争が勃発すると,ド イツ全土は経済的・政治的に疲弊 し,

それに伴い芸術 も停滞期 に陥るg更 に宗教改革により,ロ ーマ ・カ トリック

と直結 していた神聖 ローマ皇帝 はドイツ諸侯 に対する影響力を著 しく失い,

文学的崇拝の対象からも外れるのである。宗

教改革以降の演劇が ますます世俗化してい く

中,宮廷劇 よりもむしろ民衆劇が盛 んとな り,

とりわけ人文主義の最大 目標である教育に資

す る演劇 一 生徒 や教 師 による学校劇 一

が,ド イツ語であれラテン語であれ盛況 とな

る。その内容 は,聖 書中か ら新教的解釈のも

とに取 られた題材が大勢を占めたが,極 めて

道徳的であ り,人 物描写や作品構成 に進歩は

見 られた ものの,演 劇 は全体 として内向的な

方向に縮小 した感を与 える2。しか し,祝 典劇 ヨハン ・リス ト

1拙 論 「ドイ ツ祝典劇 の誕生 」(『人 文研 究 』第112輯
,小 樽商 科大 学,平 成18年,

111-129頁)参 照 。
2劇 の結末 に長 々 と道徳 的教 訓が 述べ られ る場 合 も多 く

,そ の最 中 に客 が帰 って し

ま うた め,役 者が 「暫 しの ご辛抱 を」と呼 び掛 けた後,口 上 を始 め る例 もあ った。

(Vg1.GeschichtederdeutschenLiteratur[DDR],4.Bd.,Berlin1985,S.351.)
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自体 は,こ の時期にも依然 として度々上演 された。特に,17世 紀ヨーロッパ

最大の災厄 となった三十年戦争に終結の兆 しが見え始めると,各 地で祝典劇

が上演されたが,そ れはロッヒャーやツェルティスが皇帝 に捧げたほどの規

模 も祝祭性 も持ち合わせない座興程度の寸劇で,今 日に伝わるものは極めて

少ない3。それに加えて,元 来祝典劇に彩 りをそえた音楽 を全面に押し出す「オ

ペ ラ」が16世 紀後半以降発達し,そ の華やかさ故 に,宮 廷 における祝祭の主

役の座 を演劇か ら奪い取 った点 も無視できない4。但 し,三 十年戦争を機 に後

の祝典劇の基本的理念 となる 「近代的愛国心」が17世 紀前半 に洒養され始め

たことは重要である。この概念は,1617年 にヴァイマールで結成された標準

ドイ ツ 語 普 及 協 会 「結 実 協 会 」(。DieFruchtbringendeGesellschaft")5に よ

3Vg1 .Oratorium/Festspie1(DeutscheLiteratur:ReiheBarock.Barockdrama

Bd.6,hrsg.v.WilliFlemming),Leipzig1933,S.120.
4三 十 年戦争 中

,ド イ ツで最 も華 々 し く祝 われ た祝典 の ひ とつが,1627年 に催 され

たヘ ッセ ン・ダル ム シュタ ッ ト公 ゲ オル クIII世とザ ク セ ン王 女ル イ ーゼ の婚 礼 式

典 で あ るが,メ イ ン とな った出 し物 は,M.オ ー ピ ッツ台本,H.シ ュ ッツ作 曲の

初 の ドイツ語 オペ ラ 「ダ フネ」で あ った。(Vgl.Kindermann,Heinz:Theaterge-

schichteEuropas,III.Bd.,1959Salzburg,S.525f.)
5「 結実協 会 」 は

,1617年 にヴ ァイマ ール公 国 陸軍元 帥 カスパ ー ル ・フ ォン ・トイ

トレーベ ンの提 唱 と,ヴ ァイマ ール 公爵 ルー トヴ ィヒ・フォ ン・ア ンハ ル トーケー

テ ンの後援 で発 足 した協 会 で,優 れ た ドイ ツ語 を話 し書 くことに努 め,ラ テ ン語

並 び に当時 の宮 廷 で ドイ ツ語 を駆 逐 し始 めた フ ラ ンス語 に対 抗 し得 る ドイ ツ語

を育成 す るこ とに よ り,ド イツ語 の地位 向上 を図 ろ う とした。そ の模 範 は,フ ィ

レンツ ェに1582年 に結 成 された 「籾 殻協 会 」(,,AcademiadellaCrusca")で あ

る。 この協 会 は その名 が示 す とお り,イ タ リア語 か らその 「籾殻 」 を取 り除 き,

純 粋 な小麦 粉 を取 り出 す こ と,即 ち イ タ リア語 の浄 化 を 旨 とし,事 実 浩潮 な イタ

リア語辞 典 を出版 した。ル ー トヴ ィ ヒはイタ リア に滞在 した折 この協会 の会 員 と

な り,ド イツ に も同様 の協会 設立 の必 要性 を痛感 して いた ので あ る。「結実 協会 」

は 「籾 殻協 会」よ り一段 階手 前 の 目標 で あ る標準 ドイ ツ語 と ドイツ語正 書 法 の確

立 に大 き く寄与 したが,そ の名 称 一 人 間 社会 に ドイ ツ語 の大 きな実 を もた らす

木 一 か らして 「籾 殻協 会」 の影 響 が強 く認 め られ る。 「籾殻 協会 」 に倣 い,会

員(貴 族 及 び富裕 市 民 か らな り,最 盛 期 に は500人 を数 えた)は 各々会 員名 と象

徴 紋,そ れ に標 語 を持 った。例 え ばル ー トヴ ィヒの会 員 名 は 「養 育 者 」(。Der

Nahrende"),象 徴 紋 は 「こん が り と焼 けた 小 麦 パ ン」,標 語 は 「最 上 無 比」

(。NichtsBesseres")と い った具合 であ る。 これ らは原則 として,会 員 の特 徴 か

ら採 られ た が,オ ー ピ ッツ は桂 冠 詩 人 で あ る こ とか ら 「戴 冠 者」(。DerGe-

krdnte")と 呼 ばれた。 また,リ ス トは活 動的 な印 象 を与 えた ので あ ろう。 その
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り顕 在 化 し,そ の会 員 で あ っ た リス ト(JohannRist:1607-1667)の 現 存 す る

三 編 の戯 曲 「イ レ ナPマ キ ア 戦 争 と平 和 の新 悲 喜 劇 」(,,lrenaromachia.

DasistEineNeweTragico-co-maediaVonFriedundKrieg":1630),「 平

和 を希 求 す る ドイ ツ 」("DasFriedewUnschendeTeutschland":1647),「 平

和 を歓 呼 す る ドイ ツ 」(,,DasFriedejauchzendeTeutschland":1653)に よ り

明 確 な形 を取 る。 リス トの劇 は祝 典 劇 と され る場 合 もあ るが,厳 密 に は機 会

祝典劇にも一般祝典劇 にも該当しない。 しかし,「平和を歓呼するドイツ」で

登場人物の兵士が口にする嘆 き:

"Sogehets!EinTagfolgetdemandern/unddieliebeZeitlaufft

dahin/eheundbevorwirMenschenesselberrecht/vernehmenoder

glaubenk6nnen./Ichhabemichschon、sechzehengantzerJahre/

beymKriegeswesenauffgehalten/inwelcherZeitichmanchen

sauren/auchwolmanchengutenTagzumEndgebracht/viel

gesehen/vielgeh6rtunderfahren/binabernunmehrdeBSoldaten一

LebenssomUde``6

会 員 名 は,「 元 気 な 男 」(。DerRUstige")で あ る。 協 会 全 体 の 標 語 は,「 全 て は 益

せ ん が た め に 」(。AllezzumNutzen"),象 徴 紋 は,最 も有 益 な 植 物 と して 「椋

欄 」が 選 ば れ た が,こ れ らの 例 か ら も明 らか な よ う に,協 会 は 当 初 か ら結 社 的 性

格 を 有 レて お り,17世 紀 後 半 に は,通 称 「稼 欄 騎 士 団 」(,,Palmenorden")と 呼

ばれ る結 社 へ と変 質 して い く。 「結 実 協 会 」 に は,標 準 ドイ ツ語 に よ る統 一 ドイ

ツへ の 願 望 が 明 らか に 存 在 し て お り,自 国 の 安 寧 しか 念 頭 に な か っ た 当 時 の 封 建

領 主 に較 べ,は る か に 巨 視 的 な 愛 国 心 を協 会 は 育 成 し て い た が,直 に 正 規 の 事 業

外 国 文 献 の 翻 訳 一 に お い て 必 要 以 上 に 外 来 語 の ド イ ツ 語 化 を 行 い

(。Fieber"→ 。Zitterweh",。Grotte"→ 。Lu合thdhle"な ど),ロ マ ンス 語 に対 す る ド

イ ツ 語 の優 越 性 を探 ろ う とす る な ど,近 代 的 愛 国 心 に常 に伴 う 「ドイ ツ 至 上 主 義 」

の 萌 芽 が 見 て 取 れ る。 そ して19世 紀 に登 場 す る狂 信 的 愛 国 心 は,「 株 欄 」を ひ と

つ の 重 要 な トレ ー ドマ ー ク と す る の で あ る.i(Vg1.:Schultz,H(ans):DieBe-

strebungenderSprachgesellschaftendesXVII.JahrhundertszurReinigung

derdeutschenSprache.G6ttingen1888.)

6JohannRist:DasFriedejauchzendeTeutschland .In:AlbrechtSchdne(hrsg.):

DasZeitalterdesBarock(DiedeutscheLiteratur3.Bd.),MUnchen1963,

S.707.
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(「こんなものよ!来 る日も来る

日も変わ りゃしねえ。そして俺

達人問が自分ではっきり分かる

前 に,い い時代 は過 ぎ さっち

まった。俺 はもうかれこれ16年

も従軍しっ放 しだ。その間俺 に

は辛い日も良い日もあったが過

ごしおおせてきたんだ。いろん

なものを見た り聞いた り知 った

りしたが,今 じゃ兵隊暮 らしに

もほとほと疲れちまった。」)

には,後 の祝典劇が(う わべだけで

も)表 明する平和への願望の原型が

現れ,「 平和 を希求す るドイツ」に登

場する他国か ら蔑 まれ,や つれ老い

さらばえた ドイツの守護神 トイチュ

ラン トに,ヨ ーロッパでのドイツそ

「平和 を希 求 す る ドイ ツ」扉 絵。

周 囲 の 国 々か ら虐 げ られ る女神 「トイ

チ ュラ ン ト」は,「 平 和,平 和,平 和」

と叫 び声 を上 げ る。

の ものの地位向上を願 うリス トの愛国心が表現される。

ここでの女神 トイチュラントは,後 にゲルマニアへ と発展 してい くが,ゲ

ルマニアが最終的に極 めて武闘的な女神へ と変容するのに対 して,こ のよう

な弱弱 しい守護神は,近 代においては全 く例 を見ない。まさにこの トイチュ

ラン トの姿に当時のヨーロッパ におけるドイツの状況が象徴されているので

ある。 しかし,三 十年戦争により,皇 帝の地方領主への権威は低下した もの

の,領 主達は領地の安堵のみを念頭に置 き,「結実協会」や リス トが示 した ド

イツ全体 を見渡す愛国心などは,彼等には未だ望むべ くもなかったのである。
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バ ロック祝典劇の極 致 回一エンシュタイ ン

300に も上 る この 時 代 の封 建 制 領 主 が領 地 に絶 対 的権 力 を 揮 う中,祝 典 劇

は絶 えず ドイ ツ の 各 地 に お い て 上 演 され て い た が,従 来 の君 主 礼 賛 劇 か ら一

歩 も外 に 出 な い も のが 大 部 分 で,形 式 的 に も(言 語 面 を含 め た)内 容 に お い

て も,目 を引 く もの は皆 無 に 等 し い。そ う した 劇 で 今 に伝 わ る もの と して は,

1642年 に既 に初 演 さ れ て い た が,ウ ェ ス トフ ァ リャ条 約 締 結(1648)を 機 に

盛 ん に上 演 さ れ た シ ョ ッテ リウ ス(JustusGeorgSchottelius=1612-1676)

の 「歓 喜 劇,名 づ け て平 和 の 勝 利 」(,,FreudenSpielgenandtFreudensSieg")

や,1650年 に ニ ュル ンベ ル クで 催 さ れ た 終 戦 記 念 式典 の た め に創 作 さ れ た ビ

ル ケ ン(SiegmundBirken:1626-1681)の 「ドイ ツ の 戦 争 の終 焉 と平 和 の 到

来 」(,,TeutscherKriegsAb-undFriedensEinzug")が 挙 げ られ る。 両 作 品

と も三 十 年 戦 争 の 終 結 を 迎 え た 穏 や か な 雰 囲 気 に 満 ち,所 謂 「平 和 劇 」

(,,Friedensspiel")と 呼 ば れ る範 疇 に属 す る劇 で あ るが,そ の平 穏 さか ら 「牧

歌 」(,,Hirtendichtung")に も限 りな く接 近 して い る。 た だ,劇 そ の もの はア

レ ゴ リー 劇 で あ り,特 定 の筋 も存 在 しな いた め,リ ス トの作 品 に比 較 して 文

学 的 向 上 を果 た して い る と は断 じ難 い7。 そ う した 中 に あ って,唯 一 ロ ー エ ン

シ ュ タ イ ン(DanielCaspervonLohenstein:1635-1683)の 作 品 の み が,祝

典 劇 に新 た な一 石 を投 じた も の と して 注 目 に値 す る。

バ ロ ッ ク 時 代 に お け る宮 廷 趣 味 を 端 的 に 表 現 し た 言 葉 と し て,F.シ ュ ト

リ ッ ヒの 以 下 の 指 摘 は概 ね 的 を射 た もの とい え よ う。

,,DiearistokratischeGesellschaftderabsolutistischenZeitabersuch-

tedieVornehmheitineinemabsolutenAnderssein,indem,wasnicht

7Vg1
.DeutschePhilologieimAufriss.Bd.II(hrsg.v.WolfgangStammler.),

Berlin/Bielefeld1954,S.1002-1003./GeschichtederdeutschenLiteratur

(BRD),Bd.5,Mttnchen1967,S。219.
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derallgemeinenNormdermenschlichenNaturentspricht."8

(「絶 対 王 政 時 代 の 貴 族 社 会 は,高 貴 さ を しか し絶 対 的 な異 質 性,つ ま り

本 来 の 人 間 性 が持 つ 一 般 的 な 規 範 に即 さ ぬ よ うな異 質 性 の 中 に 求 め た の

で あ る。」)

こ う した 「異 質 性 」 と は,即 ち 人 間 社

会 に想 像 され 得 る 「極 限 的 状 況 」 を指 す

が,後 期 バ ロ ック文 学 を代 表 した ロー エ

ン シ ュ タ イ ンの 悲 劇 群 は,正 に こ う した

極 限 的 状 況 一 人 間 の 愛 憎,残 虐 性,欲

望 一 を描 き,バ ロ ッ ク文 学 の特 徴 で あ

る「シ ュ ヴル ス ト」(。Schwulst":意 味 の

希 薄 な成 句 や,陰 露 な メ タ フ ァー を多 用

す るマ ニ エ リス ム的 文 体)を 限界 まで 押D.C.v.ロ ーエ ンシ ュタ イ ン

し進 め た作 品 と して,特 筆 さ れ るべ き存

在 で あ る。彼 が 残 した6編 の 悲 劇 は,そ れ ぞ れ2作 ず つ纏 め られ,「 トル コ悲

劇 」(「イ ブ ラ ヒ ム ・バ ッサ 」[1653]/「 イ ブ ラ ヒム ・ス ル タ ン」[1673]),「 ロー

マ 悲 劇 」(「ア グ リ ッ ピー ナ」[1665]/「 エ ピカ ー リス」[1665]),そ し て 「ア

フ リカ悲 劇 」(「一ク レ オパ トラ」[1661]/「 ソ フ ォニ スベ 」[1666])と 題 され

て い る。 どの 劇 も,形 式 的 に は五 幕(,,Abhandlung")か らな り,そ れ ぞ れ の

幕 は,ほ ぼ 同 時 代 の グ リー フ ィウ ス(AndreasGryphius:1616-1664)が 散 発

的 に導 入 した ラィ エ ン=合 唱 で必 ず締 め く くられ る。 この ラ ィエ ンで は,愛

や徳 や 天 や地 とい っ た概 念 の ア レゴ リー が 幕 の 出 来 事 を総 括 し,来 るべ き展

開 を予 告 し,時 に は神 の 如 く劇 中 の 争 い を道 徳 的 に裁 く役 目 を担 う場 合 もあ

る。 作 品 の 冒 頭 に は あ らす じが 紹 介 され,末 尾 に は作 者 自身 に よ る註 が,こ

8Strich ,Fritz:DerBarock.In:DeutscheLiteraturgeschichteinGrundzUgen
(hrsg.v.BrunoBoesch),Bern/MUnchen1961,S.155-181,hierS.175.



ドイツ祝典劇の展開 105

れ もグリーフィウスの例に倣って付け加えられているが,行 番号に対応する

形になっており,グ リーフィウスに較べはるかに綿密且つ学術的である。加

えて,祝 典劇的背景の もとに執筆 された 「ソフォニスベ」及び 「イブラヒム・

スルタン」(共 に神聖 ローマ皇帝の婚礼に捧 げられた)9で は皇帝への献辞が

扉の直後 を飾っている10。

ローエンシュタイン悲劇の主人公達は確かに王族ではあるが,ア リス トテ

レスが 「詩学」において規定するところの,悲 劇の主人公になるべき中庸な

徳を持ち合わせた 「受難者」では決 してない。「クレオパ トラ」を例 に取れば

明 らかだが,彼 等は様々な権謀術数を用いて自らの計画を実現 しようとする

策略家である。彼等が身を滅ぼすことがあって も,そ れは己の失敗,す なわ

ち 「ハマルティア」 とは呼べぬような策略上の失敗からであり,更 にその悪

徳 は,ラ イエンによって厳 しく断罪される。そして,そ うした主人公達が女

性であることも更に作品の効果 を高め,ロ ーエンシュタイン悲劇の独自性,

或いは先進性 を一層際立たせているのである。だが,祝 典劇 として見るなら

ぼ,こ れらの特徴は,こ とごとく祝祭的雰囲気には馴染みにくいもの と考え

られよう。例 えば 「ソフォニスベ」を取 り上げると,こ の悲劇は,北 アフリ

カの一地域ヌ ミディアがローマ帝国に侵略 された際,王 妃 ソフォニ スベが

様々な策 を講 じて自国の存続 を図ろうとする物語である。彼女はついに隣国

の王マ ッシニッサに庇護を得 るべ く身を委ねようとするが,ロ ーマ軍司令官

スキビオから自国の支配権を取 るか恋人を取 るか迫 られたマ ッシニッサに捨

て られ,子 供 らと共 に毒杯を仰 ぐという,実 に凄惨な結末を劇は迎 える。 こ

9「 ソ フ ォ ニ ス ベ 」 は レ オ ポ ル ト1世 と ス ペ イ ン王 女 マ ル ガ レー タ ・テ レ ジ ア との

1666年 に執 り行 わ れ た 婚 礼 に,「 イ ブ ラ ヒ ム ・ス ル タ ン」 は,そ の7年 後 に妻 に

先 立 た れ た 皇 帝 が,親 戚 で あ る ク ラ ウ デ ィ ア ・フ ェ リチ タ ス と再 婚 した 際 の祝 典

に捧 げ られ た 。 また,正 弐 な祝 典 劇 とは 断 言 で き な い が,「 ロ ー マ 悲 劇 」中 の 「ア

グ リ ッ ピー ナ 」 は シ ュ レ ジ エ ン王 妃 ル イ ー ゼ に捧 げ られ て い る 。,

10D .C.v.Lohenstein:TUrkischeTrauerspiele(BibliothekdesLiterarischen

VereinsinStuttgart292),Stuttgart1953./D.C.v.L.:R6mischeTrauerspiele

(B.d.L.V.S.293),Stuttgart1955/D.C.v.L.:AfrikanischeTrauerspiele(B.

d.L.V.S.294),Stuttgart1957.
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の作品における本編内での皇帝賛美は,終 幕でアフリカの未来を予言する霊

ディ ドが(時 代考証錯誤 も甚だしいが)ハ プスブルク家の繁栄を予告する場

面のみであ り,そ れ以外の皇帝賛美は,二 幕,四 幕,終 幕のライエンにおい

てのみ行われる。だがその礼賛はいささか唐突 に挿入される感を免れない。

終幕はマッサニ ッサがスキビオにより,ソ フォニスベの王国シファックスの

王冠 と笏を授 けられて幕を閉 じるが,続 くライエンでは運命の神の許,四 つ

の帝国(ア ッシリア,ペ ルシア,ギ リシア,ロ ーマ)が 世界の覇権の象徴で

ある黄金の冠 を巡 り論 を闘わせ る。すると運命の神はドイツの到来 を告げ,

ハプスブルク家にこの王冠を授けるのである。

。E脚Pα.且 伽.且 削cα.

WillkomenSchwe「ter!「tehunsbey!

HilfunsdenLorber-Krantzabrei「 「en.

Europα.Afia.Africα.Americα.

GIUckzu!dieKettereiBtentzwey.

Deri「teinHerrderWeltzuhei「 「en

FUrdemwiralleviereknien.

Nimm

Oe「terreich

denSiegs-Krantzhin.

DeinStammwirdewiguns「tehnfUr.

DochnichtnurwirfallndirzuFti「 「en.

NachdeinenHaupternwerdenwir

VielneuerIr1「elnnennenmU「 「en.

JaeswirdnochinSudfichdir

DerdritteWelt-KreiBthunherfUr."11

(「ヨ ー ロ ッパ,ア ジ ア,ア フ リ カ の 女 神 。/よ う こ そ,わ が 姉 妹 よ!我 ら
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を助 けたまえ!我 らが月桂冠 を脱 ぐのに手を貸 し給 え。/ヨ ーロッパ,ア

ジア,ア フリカ,ア メ リカの女神12。/幸 あれ!頸 木は解 き放たれた。あ

の方 こそ世界の主 と呼ぶにふさわ しい。あの方の前に我 ら四人は皆脆 く。

受けよ,オ ース トリアよ,こ の勝利の冠 を。汝の一族が とこしえに我 ら

の上 に立つのだ。だが我 らが汝に脆 くばか りではない。我 らは幾多の新

たな島々を,汝 が双頭にあやか り名付 けることになるであろう。いやま

さしく,南 方では尚第三の国々が汝の前 に現れ出ることだろう。」)

「ソフォニスベ」のライエンは
,幕 間劇 とさえ呼び得 るほど本編 とは独立 し

た内容を扱 っているため,本 編での祝典劇効果は先述 した とお り希薄であっ

たか と推察 される。 しかし,あ からさまな殺人シーンなど,劇 そのものの効

果は大 きく,登場人物 の限界状況での心理描写 も含めて,先 に紹介 したバロッ

ク的文学志向を最大限に表現 した作品 として,彼 の悲劇 は祝典劇 としても宮

廷 に歓迎されたのである。

一方 これらの悲劇 は,そ の大半が彼の故郷であるブレスラウのギムナジウ

ムで初演された(エ リザペターヌム ・ギムナジウム,或 いは彼の母校である

マグダレーネウム・ギムナジウム)13。人文主義時代の学校劇 と比較すれば,

およそ道徳的内容からは遠いローエンシュタイン悲劇の本編は,そ うした場

所 にふさわしくないことも明 らかだが,ラ イエンの存在 により,学 校劇 とし

ての道徳的均衡 もかろうじて保たれているのである。従って彼の悲劇 におけ

るライエ ンは,作 品を学校劇,も しくは祝典劇的範疇に留める目的において,

通常のライエン以上の役割 を担っているといえるだろう14。いずれにせよ,

11Lohenstein:Sophonisbe
,S.352-353。

12新 大 陸 へ の ハ プ ス ブ ル ク家 の 勢 力 拡 大 を意 図 し て
,ア メ リカ の 女 神 が 追 加 さ れ た

もの と思 わ れ る。
13GeschichtederdeutschenLiteratur(DDR)

,Bd.5,S.376.
14「 ラ イ エ ン」(

"Reyen"或 い は"Reyhen",ロ ー エ ン シ ュ タ イ ン に あ っ て は 「イ ブ ラ

ヒ ム ・バ ッサ 」 で の み 。Reien")は,バ ロ ッ ク 悲 劇 に あ っ て 古 代 劇 の 「合 唱 」

(。Chor")に 倣 い,「 幕 間 劇 」と し て 考 案 さ れ た 。 従 っ て 本 来 は劇 本 編 の 深 刻 な 内
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「君主礼賛」を唯一無二のテーマ とした作品のままでは,演 劇の発達に歩調を

合わせることができないため,礼 賛の部分は幕間に置 くというローエンシュ

タインの手法 は,祝 典劇が一般文学から独自の領域へ と分化する過渡期 にあ

ることを窺わせて興味深い15。

宮廷祝典劇の退廃 一17世 紀末から18世 紀

17世 紀 転 換 期 は,宮 廷 祝 典 劇 に とっ て も大 き な転 換 期 を意 味 す る。バ ロ ッ

ク が 完 全 な燗 熟 期 に入 っ た この時 代 に は,一 般 市 民 が 宮 廷 の た め に詩 作 す る

機 会 は激 減 し,「 宮 廷 詩 人 」(。Hofdichter")と い う職 業 が確 立 す る。 彼 等 の

代 表 的 な存 在 に は,プuイ セ ン王 宮 に仕 え た カ ー ニ ッツ(FriedrichR.L.

Canitz=1654-1699)や ノ イ キ ル ヒ(BenjaminNeukirch:1665-1729),ザ ク

セ ン王 宮 に仕 えた ケ ー ニ ツ ヒ(JohannUlrichvonK6nig:1688-1744),そ し

て 両 王 宮 に仕 えた ベ ツサ ー(JohannvonBesser:1654-1729)な どの 名 が 知

られ て い るが(こ の 内 「専 業 」 の詩 人 は ケ ー ニ ッ ヒ とベ ッサ ー で,残 りの 二

人 は官 僚 的 な 仕 事 に も携 わ った),こ う した 「役 人 詩 人 」が 君 主 礼 賛 をひ とつ

の 仕 事 と割 り切 っ て い た様 子 が,例 え ば カ ー ニ ッ ツ の残 した 宮 廷 風 刺 詩16や,

容 か ら カ タ ル シ ス を観 客 が 得 や す い よ う に,訓 示 的 内 容 を伴 っ た軽 妙 な 中 間 劇 と

い う位 置 付 け に あ っ た が,バ ロ ッ ク後 期 に は作 品 解 釈 上 の重 要 性 を失 い,装 飾 的

な傾 向 を 強 め る 。 人 文 主 義 の 学 校 劇 か らラ イ エ ン は 現 れ 出 す が,オ ラ ン ダ 詩 人

フ ォ ン デ ル(J.vandenVondel)か ら盛 ん に 導 入 さ れ 出 し,グ リー フ ィ ウ ス を

経 て ロ ー エ ン シ ュ タ イ ン で ほ ぼ 完 成 を見 た 。
15こ う し た 本 編 と一 見 関 係 の 薄 い ラ イ エ ンの 導 入 は しか し

,本 編 と密 接 に 関 連 した

グ リー フ ィ ウ ス の 「結 末 歌 」(,,SchluBgesange")と 比 較 さ れ,19世 紀 後 半 に は

ロ ー エ ン シ ュ タ イ ン 悲 劇 の 価 値 を 一 時 下 げ し め た 一 因 と も な っ た 。/Vg1.

Kayser,Wolfgang:LohensteinsSophonisbealsgeschichtlicheTrag6die.In:

Germanisch-RomanischeMonatsschrift.29.Jg.(1941),S.20-39,hierS.35.-37.
16

。(_)Einswisse/welcherdenckt,hiertugendhafftzuhandeln,/MuB,mit

GefahrundStreitaufdieserStrassewandeln,/WoraufineinemTagmehr

Ungeheuersind,/AlsmaninAfricaim6dstenReichefindet.(「 ひ とつ 知 る

が よ い。 こ こ 〈=宮 廷 〉で徳 高 く振 舞 お う と考 え る者 は,災 い と諄 い を犯 し て こ

の通 り を歩 まね ば な ら ぬ 。 こ こ は昼 で は 荒 涼 こ の 上 な い ア フ リカ の奥 地 よ り も,
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ベ ッサ ー の書 い た 粗 野 な 宮 廷 仮 面 劇,所 謂 「茶 番 劇 」( ,,Wirtschaft")17に 窺 う

こ とが で き る。 そ の一 方 で,王 宮 の 劇 場 ブ ー ム は頂 点 に達 して お り,中 で も

ヴ ォル フ ェ ン ビ ュ ッテ ル,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク,ハ ノ ー フ ァー,ド レス デ

ンそ れ にベ ル リン は,各 々 が 芸 術 を愛 好 す る領 主 の 庇 護 を得 て(ヴ ォ ル フ ェ

ン ビ ュ ッ テ ル 及 び ブ ラ ウ ン シ ュヴ ァ イ ク:ア ン トン ・ウ ル リ ッ ヒ[Anton

、Ulrich]/ハ ノ ー フ ァー:エ ル ン ス ト ・ア ウ グ ス ト[ErnstAugust]/ド レ ス

デ ン:ア ウ グ ス ト強 王[AugustderStarke]/ベ ル リン1ゾ フ ィー ・シ ャル

ロ ッ テ[SophieCharlotte]),ヨ ー ロ ッパ で も屈 指 の 「劇 場 都 市 」 へ と発 展

し,大 規 模 な 祝 典 劇 が上 演 され た 。 しか し祝 典 劇 の 中心 は,当 時 イ タ リア で

急速 に発 達 しつ つ あ っ た オ ペ ラが 劇 に完 全 に取 って 代 わ り,バ レエ,マ ス カ

レー ドが これ に加 わ り,言 語 面 で は フ ラ ン ス語 が 宮 廷 の 「公 用 語 」 と して 認

知 され 始 め て い た 。 そ の 結 果,イ タ リア人 芸 術 家 達(作 曲 家 ア リオ ス テ ィや

ブ ノ ンチ ー 二,或 い は オ ペ ラ台 本 作 家 マ ウ ロ な ど)が 重 宝 され,イ タ リア 人

達 の 作 った オ ペ ラ を フ ラ ン ス語 に翻 訳 し て上 演 す る な ど とい う手 の込 ん だ 操

作 も行 わ れ た 。 そ の 際,領 主 や 貴 族 達 が 自 ら舞 台 に上 り,喝 采 を浴 び る こ と

も珍 し くは な く,宮 廷 祝 典 劇 は外 国趣 味 に支 配 され た 非 常 に閉 鎖 的 な存 在 へ

と変 質 して い く18。

更 な る怪 物 が 巣 く う の だ 。」)(Canitz,FriedrichR.L.:DerHof.In:F.R.L.C.:

Gedichte.Berlin/Leipzig1734,S.272.)
17例 え ば

,以 下 に挙 げ る 「茶 番 劇 」 で は,作 者 が 「鋏 砥 ぎ屋 」 に扮 し て 世 間 の 様 々

な 人 間 を 風 刺 す る 。/,,HerrGartner,wiesolahm?WiestehtsumsGarten=

Messer?/MichdUnket,eswirdstumpff:geschliffenwar'esbesser./Wer

aberhatsosch6ndieG琶rtnerinpolirt?/Einanderer,meynichwoh1,alsder

sieietzundfUhrt."(「 庭 師 殿 よ,な ぜ そ う もだ ら け て お る?庭 鋏 の具 合 は 如 何 か

な?わ しが 見 る に,こ い つ は鈍 っ て お る 。研 い だ が 得 策 よ 。 じ ゃ が 奥 方 を,こ う

も麗 し く研 ぎ 上 げ た は 誰 か い な?わ し が 思 う に,ま あ今 指 図 し て お る 御 仁 と は 別

の 方 だ ろ う よ 。」)(Besser,Johannvon:DerScheeren=SchleifferBeyderin

BerlingehaltenenWirtschafft.In:J.v.B.:Schriften.Leipzig1732,S.760.)

18Vgl .Moser,Fritz:DieAnfangedesHof-undGesellschaftstheatersinDeutsch-

land,Berlin/Wien/Leipzig1940,S.159-185.
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啓蒙主義の反動=宮 廷ロココ

時代が下 り,啓 蒙主義が全盛 となる18世 紀 は,ド イツ祝典劇にとり外面的

には最 も不毛な時期であった といえる。啓蒙主義は周知の如 く,政 治的経済

的な勢力 を持ち始めた市民階級が封建絶対君主制か らの脱却を目指すことに

よって始 まった精神運動であるため,演 劇の分野では 「市民劇」 という極め

て重要なジャンルが確立し,「巡回劇団」や 「学校劇」もそれな りに発達する。

しかしその反面,祝 典劇の上位分野である 「宮廷劇」は,全 くといっていい

ほど質的発展を見せなかったのである。勿論,宮 廷ではその間 も盛んに演劇

が上演されていたが,従 来のイタ リア趣味に加 え,こ の頃には更に強力なフ

ランス趣味が ドイツ各地の宮廷 を決定的に支配 し,宮 廷 におけるドイツ劇は

その地位 を著しく低下させる。劇場は領主の趣向を色濃 く反映 した個人的娯

楽の場へ とますます移行し,啓 蒙主義全盛前 に短期間なが らも壮麗な 「ロコ

コ」のあだ花 を咲かせるのである。その典型的な例が,カ ール・オイゲ ン(Karl

Eugen)大 公の許でシュ トゥットガル トに花開いた「ヴェルテンベルク宮廷劇

場」である。 この地では,1758年 以降,週 に二度ずつイタ リアオペ ラとフラ

ンス喜劇が上演された。特に注 目すべ きは,木 公の誕生日と重なる謝肉祭の

時期であ り,毎 年 この時期には,二 週間に亙 って贅の限 りを尽 くした様々な

出 し物一オペラ,バ レエ,フ ランス劇一が舞台にかけられ,誕 生 日当日には

大公臨席のもと,新 作オペラが初演された19。こうした祝典劇の上演形式は,

19カ ール ・オ イゲ ンは ドイ ツ諸侯 中有 数 のオペ ラ愛 好家 と して知 られ
,そ の お抱 え

で あ った イタ リア人 オペ ラ作 曲家 ニ ッ コロ・ジ ョメ リ(Niccolo[Nicola]Jom-

melli)と 劇 場 画家 イ ノツ ェ ンテ ・コロ ンバ(lnnocenteColomba)は,共 に ドイ

ツ ・ロ ココを代表 す る芸術 家 で あ る。公 は常 か ら移動 先 に劇場 ア ンサ ンブル を丸

ご と引 き連 れ,旅 先 で絶 えず オペ ラ を楽 しみ,長 期滞 在地 にはオペ ラハ ウス その

もの さ え建 設 した(1764年 か ら1775年 にか けて,一 時都 をルー ドヴ ィヒス ブル

ク に移 した際 に は,当 地 に当時 ドイ ツ最大 級 のオペ ラハ ウス を建設 した)。 上演

は,招 待 を受 けた ご く限 られ た者 達 しか観 劇 を許 されず,公 は上演 中 もしば しば

客 席 を離 れ,舞 台上 や オー ケス トラ・ボ ック スか ら観 劇 した。 気 に入 った歌 手 が

い る と一 そ う した歌 手 を公 は好 んで 愛妾 としたが 一当 人 は他 の 団員 達 と区別 し
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君主の個人的礼賛を旨とし,君主の存命中に限って継続 されたに過 ぎないが,

また,内 容的にもドイツ祝典劇 とは殆んど無関係であったが,毎 年定められ

た時期 に特別なレパー トリーを定期問上演するという意味 において,「一般祝

典劇」の先駆 けを示す例 といえよう。

ドイツ各地における国民劇場の設立

先 に 「18世紀 は,ド イツ祝典劇に とり最 も不毛な時期であった」と述べた

が,そ れは従って,あ くまで宮廷祝典劇が低迷 した事態を指す。そして外国

趣味の色濃 いこうした宮廷文化か らの脱却が啓蒙主義の一大目標で ある以

上,ド イツ固有の文化・文学を模索する動 きが18世 紀に現れるの も当然の成

り行 きであるといえる。そうした運動の代表的なものが,18世 紀中頃に生じ

た「国民劇場」(。Nationaltheater")設 立の気運である。 この名称 には二種類

の意味があり,ひ とつは特定 の社会階層を対象 とした劇場ではなく,国 民全

体を観客対象 とする劇場,も うひとつは国民固有の芸術文化保護 と育成 を目

指 した劇場の意である。そして どちらの意味において も,啓 蒙主義者は国民

劇場の設立を急務 と考え,「公共の意志を体現化する国家 は,公 共高等教育機

関を保護せねばな らず,劇 場 は国家の目標に寄与 しなければな らない」20とい

う理念のもとに,ド イツ各地 に国民劇場が建設 された。そのさきがけは,1767

年に作家 レーヴェン(JohannF.L6wen:1727-1771)が 巡回劇団の座長であ

るアッカーマ ン(KonradAckermann:1712-1771)の 買い取った常設劇場 を

母体 にして設立 した 「ハ ンブルク国民劇場」である。 この劇場の立ち上 げに

や す い よ う に,青 い靴 を履 か な け れ ば な らな か っ た 。 こ の よ う な 状 況 の も と,オ

ペ ラ は 年 々 大 掛 か り に な り,1768年 に初 演 さ れ た 「フ ェ ト ンテ 」 に は,340人 の

兵 士(内90名 は 騎L馬 兵)と95名 の エ キ ス トラ が 動 員 さ れ た 。(Vgl.Kindermann:

TheatergeschichteEuropas,IV.Bd.,S.584-590.)

20Petersen
,Julius:DasdeutscheNationaltheater.FttnfVortr蓋ge,gehaltenin

FebruarundMarz1917imfreiendeutschenHochstiftzuFrankfurta.M.

(ZeitschriftfUrdendeutschenUnterricht:ユ4.Erganzungsheft),Leipzig/Berlin

1919,S.52-53.
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は,レ ッ シ ング も関 与 した が,結 局 資 金 不 足 と レー ヴ ェ ン の余 りに高 遙 な理

想 が 崇 り,計 画 は ほ どを経 ず し て瓦 解 す る(レ ー ヴ ェ ン は 国民 劇 場 を 『国 民

教 育 施 設 』 と捉 え,俳 優 達 を最 高 の徳 を備 え た教 育 者 と位 置 づ けた 。 だ が彼

ら は,昨 日 ま で 誰 もが 眉 に 唾 す る旅 回 りの 役 者 だ っ た の で あ る)21そ の 後

1776年 に皇 帝 ヨー ゼ フII世 の も と に ヴ ィ ー ンの 「ブ ル ク劇 場 」が 「国 民 劇 場 」

の称 号 を与 え られ,1779年 に は選 帝 候 カー ル ・テ オ ドー ル の も とで,ダ ル ベ

ル ク(WolfgangH.vonDalberg:1750-1806)と イ フ ラ ン ト(AugustW.von

Iffland:1759-1814)が マ ンハ イ ム に国 民 劇 場 を設 立 し,1786年 に は,即 位 し

た ぼ か りの プ ロ イ セ ン 王 フ リー ド リ ヒ ・ヴ ィル ヘ ル ムII世 が,デ ッベ リ ン

(CarlTh.Doebbelin:1727-1793)を 監 督 とす る(や や 奇 異 な 響 きで は あ る

が)「王立国民劇場」(。K6niglichesNationalthater")を ベルリンに設立 させ

た22。こうした所謂啓蒙君主の庇護 を受けて誕生 した国民劇場 は,ハ ー ドとし

ては立派な設備 を誇 った ものの,従 来の宮廷趣味 を完全に払拭するまでには

至 らず,ソ フ ト面 として必要な 「国民劇」の充実 は次世紀 まで待たなければ

ならない(マ ンハイム国民劇場創設3年 後に初演 され大反響 を巻き起 こした

シラーの 「群盗」[。Rauber"]は 少数の例外 といえよう)23。

21Vg1 .Kir〔dermann:TheatergeschichteEuropasIV.Bd.,S.478.
22レ ー ヴ ェン は

,国 民 意識 を養 う国 民劇場 の設立 地 として は,当 時躍 進 を遂 げつ つ

あ った新興 王 国プ ロイ セ ンの首都 ベ ル リン に如 くはな い と考 えてい たが,国 王 ブ

リー ドリ ヒII世(大 王)は フラ ンス文 学 を偏 愛 していた た め,政 府 か らの援 助 は

見 込 めな い状況 だ った。こう して最 初 の国民 劇場 は市 民 の手 でハ ンブル クに設立

され たの だが,後 に他 の地 域 で君 主 の後 援 によ り国民 劇場 が続 々 と誕生 してか ら

も,フ リー ドリヒは劇場 設立 に消 極 的な姿 勢 を崩 さず,ベ ル リン・ジェ ンダル メ

ンマ ル ク トに国民劇 場が 誕生 す るの は フ リー ドリ ヒ・ヴ ィル ヘル ムII世 の即 位 を

待 た な けれ ばな らなか った わ けで ある。(Vgl.Schrade,Hubert:DasDeutsche

Nationaldenkma1.Idee/Geschichte/Aufgabe,MUnchen1934,S.53f.)
23盗 賊達 を主 人公 とす る 「群盗 」も

,初 演時 には演劇 の教育 的効 果 を重視 す る ダル

ベ ル クの容 赦 の ない修正 を受 け,劇 中の時代 も同時代 か らマ ク シ ミ リア ン皇 帝 時

代 へ と移 され,プ ロ グラム に はシ ラーの(無 論本 意 で はな い)解 説 文(。Verfasser

anPublikuln")が 付 け られ た。 この文 中 で主人 公 モー ア は,「 立派 な行 い への あ

らゆる資質 を持 ちなが ら,正 道 を踏 み外 した偉 大 な る人 物」と形容 され,劇 全体

の道徳 性が 強調 されて い る。(Vg1.Kindermann:ThbatergeschichteEuropas

IV.Bd.,S.700-701.)
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国民劇的 モテ ィーフ 「ヘルマ ン」の台頭

国民劇を創作するにあたって,是 非 とも必要 になる題材が,「 国民的英雄」

の存在である。この点に関すると,ド イツ文学 はフランス文学やイギリス文

学 と比較 して,決 して題材 に恵まれているわ けではなかった。「テル」はスイ

スの英雄であり,ま してや戦う相手は神聖ロニマ帝国を支配するハプスブル

ク家である。「ジークフリー ト」については,そ の出自である 「ニーベルンゲ

ン伝説」がそもそも悲劇である上に,彼 自身の最期 も決 して英雄的なものと

はいえない。 こう見渡 してみると,ド イツ本来の土壌か ら生 まれた伝統的英

雄 としては,当 然第一に 「ヘルマン」(,,Hermann"[,,Arminius"])を 挙げね

ばならないだろう。

ローマ帝国の支配か らゲルマン民族を トイ トブルクの戦いでの勝利によっ

て解放するケルスカー族(ゲ ルマン民族の一部族)の 首領ヘルマンは,既 に

タキ トゥウスの 「年代記」(,,Annales")に 描かれた歴史上の人物である。 し

か し,こ の文献でのヘルマンは,ト イ トブルクの戦い以降,ロ ーマ将軍ゲル

マニクスに(時 には逃亡 しながらも)戦 いを挑み続 け,つ いには自民族の王

となることを目論み,近 親者 に裏切 られ殺 される武人 として描かれている。

対 して同じタキ トゥスの 「ゲルマニア」(。Germania")は,ア ル ミニウスの

名を直接挙 げてはいないものの,ゲ ルマン民族の質素な生活 と実直な性格 を

称揚 してお り,こ の文献がゲルマン民族 ・ヘルマ ン礼賛の直接の契機 となっ

た。「ゲルマニア」はゲルマン民族の大移動 とキリス ト教化の最中に紛失 して'

しまったため,ヘルマンの姿は民族伝承の形で中世を生 き延びる24。1455年 に

「ゲルマニア」が再発見され,ほ どなく人文主義の時代が到来すると,ゲ ルマ

24タ キ トゥス も
,「 トイ トブル クの戦 い」 か ら約1世 紀 を経 て成立 した 『年代 記』

の中で,「 彼 く=ヘ ルマ ン〉 の武勇 は今 日で もなお,蛮 族 の 問で詩歌 に唱わ れ て

い る」(第2巻86節)と 述 べ てお り,既 に当時 か らゲル マ ン民 族 内で はヘル マ ン

が伝 説化 して いた こ とが窺 わ れ る。
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ン文化再発見の気運 と共 にヘルマンはやにわに脚光 を浴び始め2ぢ,1529年 に

フッテンが著 したラテン語劇 「アル ミニウス」 により,伝 承の一登場人物で

あったヘルマンは,一 躍 ドイツ精神 を体現す る神話的英雄へと祭 り上げられ

たのである26。ここでのヘルマンは,ア レクサンダー大王,ス キビオ,ハ ンニ

バルと共に登場 し,死 者の裁判官であるミノスの前で自らの業績を主張する

ことにより,こ れら3人 の英雄にも勝 る栄誉を讃 えられる。16世 紀には他国

の支配を脱 し自国をまとめたヘルマン本来の功績が 「ヘルマン劇」で賞揚 さ

れたが,三 十年戦争を経て文化的にも荒廃 した ドイツにフランス文化ブーム

が訪れると,ヘ ルマンはこうした異文化折衷様式である 「ア ・ラ ・モー ド」

に対抗する純粋 ドイツ文化の象徴 として劇 に登場す る27。ただその際のヘル

マンはアレゴリー的な性格付 けを施 される場合が多 く,先 に取 り上げたリス

トの 「平和を希求する トイチュラン ト」第一幕にもヘルマンは現れ る。だが

彼は,外 国趣味 にかぶれ自らの権勢に奢 り高ぶ る女王 トイチュラン トを諌 め

る古代ゲルマンの美徳のアレゴリー的存在 として一度だけ登場すると,女 王

は彼の話に耳を貸 さず,結 局彼は 「ぼかばか しい輩」 として追い払われてし

まうのである28。'

このヘルマン ・モティーフが民衆の問に広 く浸透する契機 は,や はりロー

エンシュタイ ンが執筆 した 「寛大 なる将軍 アル ミニウス或い はヘルマン」

("GroszmUtigerFeldherrArminiusoderHerrmann[_]":未 完:1689/

25先 に 言 及 した 人 文 主 義 者 ツ ェル テ ィ ス は
,1497年 ヴ ィ ー ン大 学 に お い て,「 ゲ ル

マ ニ ア 」に つ い て ドイ ツ 初 の 講 義 を行 っ て い る 。彼 は,こ の 書 か ら ヒ ン トを 得 て,

本 格 総 合 ゲ ル マ ン 地 誌 「ゲ ル マ ン詳 説 」(。Germaniaillustrata")を 著 そ う と考

えた が,結 果 と し て ニ ュ ル ンベ ル ク地 誌 「ニ ュ ル ン ベ ル ク 市 」(,,UrbsNorimber-

ga":1493-95)の み を 纏 め る に 留 ま っ た 。(Vg1.Geschichtederdeutschen

LiteraturvondenAnf銭ngenbiszurGegenwart[DDR],Bd.4,S.169.)
26拙 論 「ドイ ツ近 代 国 民 記 念 碑 に つ い て(そ の1)」(『 人 文 研 究 』 第111輯

,小 樽

商 科 大 学,平 成18年,43-65頁)54-55頁 参 照 。
27Vgl .Kindermann,Heinz:DasWerdendesHermann-MythusvonHuttenzu

Grabbe.In:JahrbuchderGrabbe-Gesellschaft.3.Bd.(1940),S.26-50.

28Vgl .Rist:DasFriedewUnschendeDeutschland.EineCom6diaoderGespr蓋ch-

Spie1,0.0.1806,S.55f.
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90)の 出版であった ことは論を待たない。 この小説は,極 めて長い題を有す

る点に象徴 されるように29,全 編3076ペ ージという,バ ロック文学 としては

驚嘆すべ き規模 を誇るが,内 容 としては,一 般的なヘルマン劇のエピソー ド

を最深部の核 として,そ こに作者の博覧強記を如実に物語 る地理,歴 史,神

話,風 俗面などか らの要素を盛 り込んだ無数の解説 ・物語が組 み合わされ,

小説 というより寧 ろ 「筋 を持つ百科全書」的趣 きさえ呈 している(ロ ーマの

支配からドイツ民族を解放するヘルマンの物語は,第1部 で早々に完結 して

しまい,II部 は作者自身が構想 した縦横無尽に筋が展開 ・錯綜 ・脱線する後

日談 となっている)。実際,巻 末には周到な索引がっけられ,シ ーザー,ブ ルー

タス,ア ウグスチヌスといった歴史的人物について当該する箇所 を拾い読み

していけば,そ の業績があらかた紹介される仕組み となってお り,当 時の読

者には百科事典的な使い方もされていた。そして,包 括的な世界史的知識が

作品で紹介されてゆく中(当 時ハプスブルクが注 目していたアメ リカ,或 い

はメキシコやペルー も言及 されている),露骨な ドイツ賛美が織 り込まれるの

である。例えば,ハ ンニバルの母親がドイツ人であった とか,古 代 の英傑達

(ハンニバル,ア レクサンダー大王,ポ ンペイウス,シ ーザー)の偉業は,ド

イツ人の助力な くしては軒並み達成 し得なかったとかいった歴史の歪曲であ

るが,こ こか らヘルマ ン像 には新たな概念が結び付 くこととなる。即ち,そ

れ までのヘルマンには,他 国並みの権利 を主張する自主独立の ドイツ精神が

直結 していたのだが,「 アル ミニウス」には 「世界に冠たるドイツ」を主張す

る更 に一歩進んだ ドイツ至上主義が表現されているわけである。勿論,こ の

29DanielCaspervonLohenstein:GroszmUtigerFeldherrArminiusoderHerr -

mann,AlsEintapffererBeschirmerderdeutschenFreyheit,Nebstseiner

DurchlauchtigenThuszneldaIneinersinnreichenStaats-Liebes・undHelden-

GeschichteDemVaterlandezuLiebeDemdeutschenAdelaberzuEhrenund

rUhmlichenNachfolgeInZweyTheilenvorgestellt/Undmitannehmlichen

Kupfferngezieret(FaksimiledrucknachderAusgabevon1689/90),Bern/

Frankfurta.M.1973(NachdruckdeutscherLiteraturdes17.Jahrhunderts,

Bd.5).



ヱヱ6 人 文 研 究 第113輯

作品にもローエ ンシュタインの悲劇群 と同様,ハ プスブルク家 と皇帝レオポ

ル ト1世 に対す る礼賛が満ちてはいるが,こ こに初めて表現された極端なド

イツの選民意識を前 にすると一 た とえ,そ れが当時の ドイツにはどうして

も付きまとった劣等感の裏返 しであったにせよ一200年 も時代を 「先取 り」

したローエンシュタインの 「近代的愛国心」 と,高 級官僚(彼 は弁護士であ

り,ブ レスラウの最高法律顧問官,神 聖ローマ帝国皇帝顧問官などを歴任 し

た)と いう激務の寸暇をぬって,こ れだけの大作を物するその生産性 には瞠

目する他 はない。
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DieEntwicklungdesdeutschenFestspiels

VomBarockbiszurAufklarung

MasafumiSUZUKI

DieEntwicklungdesdeutschenF6stspiels,wofUrdieHumanistenwie

CeltisoderLocherim15.-16.Jh.denGrundsteingelegthatten,stockte

wegendesgleichdanachausgebrochenenBauernkriegsamAnfangdes

Barocks.StattdessenwurdedasVolksspielmitreligidser,sittlicher

Tendenzhaufigergespielt.ArnEndedesDreiBigjahrigenKriegsfingdas

Festspielendlichan,diefrUheBeliebtheitzurUckzubekommen.Der

Krieg,durchdendieLeutesichderdeutschenIdentitatzumerstenMalin

derdeutschenGeschichtebewusstwaren,hatteaufdieBildungdes

patriotischenGeistesgrossenEinfluss.Dazutrugauchdiegleichzeitige

GrUndungeinerGesellschaftzurReinigungderdeutschenSprache-,,Die

FruchtbringendeGesellschaft"-nichtwenigbei.DieSchauspielevon

JohannRist,derzudieserGese11schaftgeh6rte,gelterlalsvertretende

FestspieleimBarock:"DasFriedewUnschendeTeutschland"(1647)und

。DasFriedejauchzendeTeutschland"(1653).IndiesenWerkenwirddie

deutscheVaterlandsliebewohlzumerstenmalinderdeutschenLiteratur

ausgedrUckt,aberdeneuropaischenFriedenheiBersehnendistsienicht

soexklusivwieindermodernenZeit

DanachmttsstemandenNamenD.C.LohensteinsalsgrossenF6rde-

rersdesdeutschenFestspielsanftthren.SeineTrag6diengruppe(,,R6mi-

scheTrauerspiele","AfrikanischeTrauerspiele"und,,TUrkischeTrauer-

spiele"),derenThemenden"Schwulst",derBarockliteraturtypische,

manielistischeundgroteskeUbertreibungbiszurauBerstenGrenze
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weitertreiben,passenansichdem「FestspielUberhauptnicht.Aberdie

amSchlussjedesAufzugsbeigefUgten"Reyen"(Ch6re)verherrlichendie

TugendundMachtdesMonarchen(hierdesKaisers),undkonntenda-

durchbeih6flichenFestenohneProblemegespieltwerden.Nur,der

InhaltderReyenbegrenztsichganzundgaraufdieVerherrlichungdes

Herren,undwUnschtnichtmehrdenallgemeinenFriedenwiebeiRist.

LohensteinfUhrtealsomitseinenWerkenallgemeinereThemenindeu-

tscheFestspieleein.

InderAufklarung,w琶hrendderdieBttrgerschaftversuchte,unterder

HerrsChaftderMonarchengeistigeFreiheitzuerringen,zeigtedasdeu-

tscheFestspielfastgarkeinengroBenFortschritt.InderkurzenRoko-

kozeitgediehentrotzdemdieprachtigenFestspieleuntereinigenTheater-

begeistertenMonarchen,z.B.HerzogKarlEugenvonWUrttenberg.

MansollaberdenwahrenErfolgvonderAufklarunginBezugaufdas

FestspielinderGrUndungder,,Nationaltheater"ineinigenStadten

d3malssehen.SchondieIdeevondiesemTheater-dasfUrdasVolk

konzipierte,dasVolkzuerziehendeTheater-fUhrtezumSchaffenvom

Nationalfestspie1,dasnichtdenHofoderMonarchen,sonderndieNation

sowiedasVolkselbstverherrlicht.Unddarauswurdeendlichdiezu

lobpreisendenationaleGestalt,d.h.Hermann(Arminius)wiederentdeckt.

Lohensteinschrieb1689/90mitdiesemMotivdasgigantischeWerk

"GroszmUtigerFeldherrArminiusoderHerrmann[_]",dasmahals

frUhestenAnfangdesdeutschenNationalfestspielsbetrachtenk6皿te.


